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NY マーケットレポート（2021 年 6 月 16 日） 
 

 
出所：SBILM 
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NY 市場レポート （前日 21 時 00分～午前 5時 30分まで） 
 

米国の主要な経済指標の結果 

5 月住宅着工件数 157.2万件（予想 164.0 万件・前回 156.9 万件⇒151.7万件） 

5 月住宅着工件数（前月比） 3.6％（予想 4.5%・前回 -9.5%⇒-12.1%） 

5 月建設許可件数 168.1万件（予想 173.0 万件・前回 176.0 万件⇒173.3万件） 

5 月建設許可件数（前月比） -3.0％（予想 -0.2%・前回 0.3%⇒-1.3%） 

5 月の米住宅着工件数は、市場予想を下回ったものの、2 ヵ月ぶりのプラスとなった。また、前年比ベースで

は 50.3％の伸びとなった。一戸建て住宅は 109.8 万件、集合住宅が 47.4 万件とともに前回から増加したこ

とが影響した。住宅ローン金利が依然として低水準であることや、郊外の住宅需要が堅調だったものの、木

材価格の上昇を背景に、住宅価格が上昇していることがやや圧迫要因となった。地域別では、中西部が+29.9％、

南部が+3.8％、西部が+1.0％と増加したものの、北東部は-22.4％と減少した。 

 

データを基に SBILMが作成 
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5 月輸入物価指数（前月比） 1.1％（予想 0.8%・前回 0.7%⇒0.8%） 

5 月輸入物価指数（前年比） 11.3％（予想 10.7%・前回 10.6%⇒10.8%） 

5 月の米輸入物価指数は、7 ヵ月連続の上昇となり、前年比ベースでは、2011年 9月以来 9年 8ヵ月ぶりの

伸びとなった。石油は前月比+3.8％（+2.2％）となり、石油を除く品目は+0.9％となった。品目別では、原

油は+3.9％、食品が-0.4％、自動車・同部品は+0.1％だった。輸入元別では、カナダからが+4.5％、EUが+0.6％、

中南米が+0.9％、中国は+0.5％、日本は+0.4％となった。 

 

データを基に SBILMが作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
                                           

4 

FOMC 政策金利 0.00％-0.25％（予想 0.00%-0.25%・前回 0.00%-0.25%） 

 

FOMCの主な声明 

・FF金利の目標誘導レンジを 0.00％-0.25％に維持することを決定 

・FRB はあらゆる手段を使って最大雇用と物価安定という目標に向け全力で取り組む。 

・ワクチン接種の進展により、米国での新型コロナウイルスの感染は減少した。 

・ワクチン接種の進展と強力な政策支援の中、経済活動と雇用の指標は強まった。 

 

・インフレ率は主に一時的な要因を反映、上昇している。 

・経済の道筋はウイルスの行方に著しく左右されるだろう。 

・委員会は雇用最大化と長期的な 2％のインフレ率の達成を目指す。 

・インフレ率は２％をやや上回る程度のインフレ率の達成を目指す。 

・目標が達成されるまで、委員会は緩和的な金融政策の姿勢を維持すると予想する。 

 

パウエル FRB議長会見での発言 

・インフレは顕著に上昇した 

・解除の時が来ても、かなり緩和的な政策続く 

・われわれはインフレ率が下がると予想している 

・今回は、議論することについて議論する会合だった 

 

・次回会合から進展具合の評価を始める 

・一段と顕著な進展は「かなり遠い」 

・テーパリングへの市場反応回避へ可能な行動を取る 

・強い労働市場に回帰するには 1、2年かかる 

・利上げはかなり先の話、短期の協議は資産購入の軌道に 
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ダウ平均株価は 3営業日続落、ナスダックは続落  

米株式市場では、FOMCの結果発表を控えて、主要株価指数は序盤から小動きの展開が続いた。そして、FOMC

のドットチャートで金利見通しが引き上げられたことから、緩和策の縮小観測が広がり、ダウ平均株価が一

時前日比 382ドル安まで下落するなど、主要株価指数は軒並み下げ幅を拡大した。さらに、米長期金利が大

幅上昇したことも圧迫要因となった。その後、下げ幅を縮小したものの、ダウ平均株価は 265.66ドル安

（-0.77％）で終了した。一方、ナスダックは 33.18ポイント安（-0.24％）で終了した。 

 

データを基に SBILMが作成 
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ドルは主要通貨に対して上昇、対円では 5/6以来の高値 

NY 市場では、FOMCの結果発表を控えて様子見ムードが強まっていたことから、ドル円・クロス円は序盤から

小動きの展開となった。特に、ドル/円は上下 20 銭未満の狭いレンジ内の動きとなった。FOMCでは、予想通

り金利や緩和策の据え置きが決定された一方、FOMCメンバーの予想では成長率や金利見通しが引き上げられ

たことから、早期の緩和縮小観測が広がり、ドルは主要通貨に対して上昇した。さらに、米長期金利の指標

となる米 10 年債利回りが 1.483％から 1.589％まで上昇し、6/4以来の高水準まで上昇したこともドルの押

し上げ要因となり、ドル/円は一時 110.70まで上昇し、4/5以来の高値を付けた。一方、ユーロが対ドルで

5/6以来の安値まで下落するなど、欧州通貨や資源国通貨は対ドルで大幅下落したことから、対円でも軟調

な動きが続いた。 

 

出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について
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